
地域
発!

私
た
ち
の
高
松
校
区
で
は
、〝
人
と
人

　
人
と
自
然
　
絆
を
育
む
ま
ち
づ

く
り
〞
を
将
来
像
に
掲
げ
た
「
高
松
校
区

ま
ち
づ
く
り
推
進
計
画
」
の
実
現
を
目
指

し
、
校
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
を
中
心

と
し
た
地
域
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
、推
進
体
制
の
充
実
の
た
め
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
の
中
に
６
つ
の
専

門
部
会
（
安
全
・
福
祉
・
ス
ポ
ー
ツ
・
環
境
・

青
少
年
・
企
画
文
化
）
を
設
置
し
ま
し
た
。

現
在
、
各
部
会
を
中
心
に
、「
防
犯
パ
ト

ロ
ー
ル
」「
ス
ポ
ー
ツ
大
会
」「
清
掃
活
動
」

「
親
子
学
級
」
な
ど
の
企
画
・
運
営
を
行
っ

て
い
ま
す
。

高
松
フ
レ
ン
ド
シ
ッ
プ
デ
イ

　

10
月
２
日
（
土
）、
校
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

地
域
の
話
題

高
松
校
区

郷
土
の
海
を
愛
す
る
心

人
と
人
と
が
支
え
合
い
な
が
ら
、
長
年
「
絆
」
を
深
め
て
き
た
高
松
校
区
。

恵
ま
れ
た
自
然
と
生
活
環
境
を
活
か
し
、
地
域
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

そ
ん
な
高
松
校
区
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
か
ら
、
お
便
り
が
届
き
ま
し
た
。

協
議
会
の
主
催
で
、
高
松
一
色
海
岸
に
お

い
て
「
高
松
フ
レ
ン
ド
シ
ッ
プ
デ
イ
」
を

開
催
し
ま
し
た
。
こ
の
行
事
は
、
さ
ま
ざ

ま
な
理
由
で
地
元
の
海
か
ら
疎
遠
に
な
り

つ
つ
あ
る
校
区
民
に
、「
郷
土
の
海
を
愛

す
る
心
」
を
呼
び
覚
ま
し
て
も
ら
お
う
と
、

環
境
部
会
を
中
心
に
企
画
・
運
営
を
行
っ

た
も
の
で
、
地
元
の
親
子
な
ど
約
２
５
０

名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

予
定
し
て
い
た
ミ
ニ
地
引
網
は
、
海

の
状
態
が
整
わ
ず
中
止
と
な
り
ま
し
た

が
、
参
加
者

は
「
ビ
ー
チ

ウ
ォ
ー
ク
＆

ビ
ー
チ
ク

リ
ー
ン
」「
宝

探
し
」「
綱

引
き
」
な
ど
を
楽
し
み
、
久
し
ぶ
り
に
訪

れ
た
地
元
の
海
で
歓
声
を
上
げ
て
い
ま
し

た
。
ま
た
昼
食
で
は
、
役
員
や
地
元
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
協
力
で
、
朝
に
捕
れ
た
「
キ

ス
の
天
ぷ
ら
」
な
ど
が
振
る
舞
わ
れ
、
こ

ち
ら
も
大
好
評
で
し
た
。

将
来
に
向
け
て

　

初
の
試
み
だ
っ
た
、
こ
の
フ
レ
ン
ド

シ
ッ
プ
デ
イ
。
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
「
高
松

の
海
が
好
き
に
な
っ
た
」「
地
区
の
人
と

の
交
流
が
で
き
た
」
と
の
声
が
多
く
聞
か

れ
、成
果
を
実
感
で
き
ま
し
た
。
し
か
し
、

安
全
対
策
や
開
催
時
期
な
ど
の
課
題
も
残

り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
、
役
員
だ
け
で

な
く
、
校
区
民
の
意
見
や
提
案
を
取
り
入

れ
な
が
ら
、
高
松
の
住
民
が
総
参
加
で
き

る
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
・
運
営
で
き

れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
行
事

を
通
じ
、
郷
土
の
海
を
愛
し
、
自
分
た
ち

の
海
は
自
ら
守
る
と
い
う
意
識
が
芽
生
え

る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

●しみんの広場

▲高松一色の海岸で「宝探し」を楽しむ地元の子どもたち

▲砂浜の綱引きは気分爽快

参加者
の

こえ 海をきれいにしたく
て参加しました。

ごみ拾いで海がきれいにな
り、焼き鳥やスイカなども食べ
られたので、とても楽しかった
です。（小学生男子）

世界サーフィン大会で有名
な海岸ですが、地元の人

向けのイベントがないので、良
い取り組みだと思います。これ
からも、高松の人が楽しめるイ
ベントを期待します。（女性）
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